











Imbalance between Vascular Endothelial Growth Factor and 
Endostatin Levels in Induced Sputum from Asthmatic Subjects 







































(健常対照群;r=O.995， p<O.OOl、端息群;r=O.923， p<O.OOl)、 VEGF/endostatin比は端息群が対照
群に比べて有意に高値を示した (p<O.OOOl)0 BDP治療後、 VEGF濃度は有意な低下を示したが、 endos-
tatin濃度においては有意な変化を認めず、端息群のVEGF/endostatin比は対照群と同レベルまで低下し
fこ。
端息患者誘発曙疾中のVEGF及び、endostatin濃度はともに有意に高値であるものの、対照群に比し両
因子の濃度の聞には不均衡が存在する事が明らかにされた。さらに、吸入ステロイド治療によりこの不均
衡が健常レベルに復しており、気道リモデリンクーの一つである血管新生の制御に対する吸入ステロイドの
有用性が示唆された。
よって、本研究は気管支端息気道リモデリングに関与する増殖因子の動態解明に寄与しており、本研究
者は、博士(医学)の学位を授与されるに値するものと認められた。
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